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議会 だより 　はこね第213号 令和 5年 8月

第34号　令和5年度箱根町一般会計補正予算(第2号)
補正額　3億9,795万8,000円

　　　　 　　 　① 電子計算処理推進事業追加…46万2,000円　② 集会所等整備事業追加…120万円
　　　　 　　 　③ 子育て世帯応援給付金給付事業…772万9,000円　④ 帯状疱疹ワクチン接種事業…50万円
　　　　 　　 　⑤ 省エネ家電買替え促進事業…650万円　⑥ ごみ処理経常経費追加…1億1,287万7,000円
　　　　 　　 　⑦ 清掃第1プラント施設維持管理事業追加…2億6,400万円

５ 月 臨 時 会（５月 11 日）

第35・36・37・38・42号　工事請負契約の締結について
箱根湿生花園整備事業　管理棟改修工事…………………………………	契約金額：8,129万円
森のふれあい館整備事業　空調設備改修工事……………………………	契約金額：1億1,202万8,400円
町営住宅整備事業　前田町営住宅外壁及び屋上改修工事………………	契約金額：6,795万8,000円
消防情報機器等整備事業　消防指令システム設備更新工事……………	契約金額：2億6,840万円
清掃第1プラント施設維持管理事業　清掃第1プラント施設補修工事…契約金額：2億5,850万円

第39号　物件供給契約の締結について
　消防車両整備事業　消防ポンプ自動車（第11分団）購入………………	契約金額：2,563万円

第32号　箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定について
第33号　箱根町火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

第28号　令和4年度箱根町一般会計補正予算（専決第3号）………	補正額　1,383万4,000円
⇨除雪関係経費等について補正する。

第29号　令和4年度箱根町後期高齢者医療特別会計補正予算（専決第1号）…	 補正額　247万8,000円
第30号　令和5年度箱根町一般会計補正予算（専決第1号）………	補正額　1億500万円
⇨環境センターの運転停止に伴う可燃ごみの外部処理費用を補正する。

　※所管の総務企画観光常任委員会に閉会中の継続審査となりました。

第30号　令和5年度箱根町一般会計補正予算（専決第1号）………	補正額　1億500万円
⇨閉会中の継続審査として付託されていたもので、採決の結果、全会一致により承認された。

第31号　令和5年度箱根町一般会計補正予算（第1号）
補正額　1億2,107万1,000円

　　　　 　　 　① 特別支援給付金給付事業…1,103万4,000円
　　　　 　　 　② 緊急支援給付金給付事業…5,498万5,000円
　　　　 　　 　③ 子育て世帯生活支援特別給付金給付事業…434万3,000円
　　　　 　　 　④ 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業…5,070万9,000円

議決件数（12件）

専決処分（ 3 件）　承認 2 件、継続審査 1 件

補正予算（ 1 件）　可　決

補正予算（ 1 件）　可　決

専決処分（ 1 件）　承　認

主な内容

主な内容

工事請負契約の締結（ 5 件）　可　決

物件供給契約の締結（ 1 件）　可　決

条例改正（ 2 件）　可　決

６ 月 定 例 会（６月９日～ 6 月 20 日）
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議会議事案件

議員別議案賛否一覧（賛否等が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

第41号　固定資産評価審査委員会委員の選任について
	 塩川　嘉昭　さん（仙石原在住）（再任）

議案第58号　箱根町議会議員の適正定数に係る調査に関する決議について
　※議会議員適正定数調査特別委員会に付託されていましたが、引き続き継続審査となりました。
陳情第１号　箱根町をきれいにする条例改正（景観破壊行為に行政代執行を可能とする）陳情
　※所管の教育福祉環境常任委員会に付託され、閉会中の継続審査となりました。

第40号　町道路線の廃止について…町道（箱92号線）としての現況がないため廃止された。

※　○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：議長は採決に参加しません。

議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

山
田
和
江

鈴
木
美
貴

勝
俣
陽
二

佐
藤
章
子

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

村
野
由
紀
子

勝
俣
泰
彦

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

折
橋
尚
道

沖
津
弘
幸

山
田
成
宣

34 令和 5 年度箱根町一般会計補正予算（第 2 号） 可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

第１号　令和4年度箱根町一般会計予算繰越明許費の繰越しについて
	 繰越額　2,384万4,422円
　　　　 　　 　① 子育て世代包括支援事業…307万4,000円
　　　　 　　 　② 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業…1,077万5,728円
　　　　 　　 　③ ごみ処理広域化推進事業…361万9,000円
　　　　 　　 　④ 消防車両整備事業…637万5,694円

第２号　令和4年度箱根町水道事業会計予算の繰越しについて
	 繰越額　959万2,000円
　　　　 　　 　① 鷹ノ巣配水池場内配管改修工事…959万2,000円

第３号　令和4年度箱根町公共下水道事業会計予算継続費の逓次繰越しについて
	 繰越額　2億円
　　　　 　　 　① 防ヶ沢ポンプ場機械電気設備改築工事委託…1億円
　　　　 　　 　② 樹木園ポンプ場電気設備改築工事委託…1億円
第４号　令和4年度箱根町公共下水道事業会計予算の繰越しについて
	 繰越額　1億4,193万8,000円
　　　　 　　 　① 第2号公共下水道管渠更生工事（第9工区）…533万8,000円
　　　　 　　 　② 処理場ポンプ場ストックマネジメント計画策定委託…2,600万円
　　　　 　　 　③ 仙石原浄水センター汚泥管理棟・沈砂池ポンプ棟耐震化設計委託…6,000万円
　　　　 　　 　④ 強羅橋ポンプ場汚水ポンプ更新工事…275万円
　　　　 　　 　⑤ 仙石原浄水センター汚泥焼却炉等機械設備整備工事…4,785万円
第５号　公益財団法人箱根町文化・スポーツ財団経営状況の報告について
	 財団の事業報告及び令和4年度決算、5年度予算等について町から報告を受けた。

継 続 審 査

人事案件（ 1 件）

報　　告（ 5 件）

内　  訳

内　  訳

内　  訳

内　  訳

教育福祉環境常任委員会に付託町 道 路 線 の 廃 止（ 1 件）　可　決
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6 月定例会では、町政全般へ 8 人の議員が、13 項目にわたる一般質問を行いました。
質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。原稿については質問議員が作成してい
ます。なお、掲載にあたっては紙面の都合上、質問内容、回答共に、抜粋したものとなっ
ておりますので、ご了承ください。

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

一

般

質

問

町
の
考
え
方
を
問
う
！

質問者 質問項目 ページ

川口　延明 ・足柄幹線林道（通称＝宮城野林道）の一般車両通行に対する考え方に 
　ついて 4

折橋　尚道 ・町内の空き家の現状と対策及び空き家を有効的に活用する方策
5

勝俣　陽二 ・箱根町における出生数の減少問題について

佐藤　章子 ・移住・定住促進問題について
・DX 化への展望について

6

村野由紀子 ・仙石原交差点周辺まちづくり事業について
・学校教育について

山田　和江 ・介護保険料の引き下げと高齢者が安心して暮らせる箱根町を
・雪害対策について

7

鈴木　美貴
・オーバーツーリズム問題について
・災害対策について
・学校教育について

稲葉親太郎 ・定住促進及び人口減少対策について 8

川か
わ
ぐ
ち口　

延の
ぶ
あ
き明  

議
員

道路渋滞を回避するために宮城野林道の通行は
町 … 道路渋滞は承知しているので、解決策を探りたい

　

国
道
１
号
線
と
箱
根
新

道
の
渋
滞
解
消
に
向
け
て

宮
城
野
林
道
の
一
般
車
両
通
行

に
つ
い
て
尽
力
を
願
い
た
い
。

　

町
長　

林
道
は
主
と
し

て
林
業
を
営
む
方
々
の
利

用
を
目
的
と
し
た
道
路
で
あ
り
、

通
常
は
そ
の
他
の
一
般
利
用
を

目
的
と
し
て
い
な
い
が
、
宮
城

野
林
道
は
、
町
民
の
方
々
に
も

通
勤
な
ど
で
多
く
利
用
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

近
年
で
は
観
光
客
の
方
に
も
抜

け
道
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
も
通
行
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
声
も
聞
く
。

町
で
は
、
箱
根
湯
本
駅
周
辺
を

始
め
と
し
た
慢
性
的
な
交
通
渋

滞
を
緩
和
す
る
た
め
、
宮
城
野

林
道
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
管

理
す
る
県
に
対
し
て
舗
装
や
落

石
防
護
柵
の
整
備
な
ど
に
よ
る

更
な
る
安
全
性
の
担
保
や
冬
期

に
お
け
る
通
行
止
め
期
間
の
短

縮
を
要
望
し
て
い
る
。
な
お
、

要
望
に
対
し
て
県
か
ら
は
、
パ

ト
ロ
ー
ル
を
随
時
実
施
し
、
路

面
補
修
な
ど
の
維
持
管
理
を
行

う
こ
と
で
安
全
性
の
確
保
に
努

め
る
こ
と
、
冬
期
の
通
行
止
め

期
間
を
活
用
し
て
改
良
工
事
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
年
間
の
通

行
止
め
期
間
が
短
く
な
る
よ
う

努
め
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

交
通
渋
滞
は
町
民
の
方
々
へ

の
生
活
や
本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
観
光
業
に
直
結
す
る
課
題

と
考
え
て
い
る
の
で
、
県
に
対

す
る
要
望
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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空
家
問
題
は
深
刻
で
、

人
口
減
少
や
都
市
部
へ
の

人
口
集
中
に
よ
り
、
空
き
家
の

数
は
増
加
し
続
け
て
い
る
。
空

家
は
、
景
観
や
生
活
環
境
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
災
害
や
防

犯
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
。
平
成

26
年
に
制
定
さ
れ
た
空
家
に
関

す
る
法
律
が
本
年
改
正
さ
れ
、

所
有
者
の
責
務
強
化
や
空
家
の

活
用
拡
大
、
管
理
の
確
保
、
特

定
空
家
の
除
却
等
に
関
す
る
措

置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

法
律
は
、
令
和
５
年
12
月
９
日

ま
で
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
具
体
的
な
対

策
に
着
手
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
見
解
は
。

　

町
長　

空
家
問
題
は
人

口
減
少
や
都
市
部
へ
の
人

口
集
中
に
よ
り
深
刻
化
し
、
取

り
残
さ
れ
た
空
家
は
景
観
や
生

活
環
境
、
災
害
や
防
犯
の
リ
ス

ク
に
影
響
す
る
。
空
家
対
策
の

法
律
は
平
成
26
年
に
制
定
さ
れ
、

令
和
５
年
に
改
正
さ
れ
た
法
律
に

　

箱
根
町
の
令
和
２
年
の

合
計
特
殊
出
生
率(

※)

が

０･

49
ま
で
落
ち
込
み
、
令
和
２

年
度
、
３
年
度
の
出
生
数
が
共

に
29
人
と
い
う
危
機
的
な
数
字

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
現
在

の
町
の
状
況
に
対
し
て
、
町
の

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
及

び
消
滅
可
能
性
都
市
と
し
て
指

摘
を
受
け
て
い
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
町
長
は
、
町
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る

の
か
。
見
解
を
伺
う
。

　

町
長　

少
子
化
は
、
我

が
国
全
体
の
課
題
で
あ

り
、
当
町
の
出
生
数
が
大
き
く

減
少
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て

は
非
常
に
危
惧
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
様
々
な
担
い
手
の

発
掘
や
育
成
、
多
世
代
の
交
流

な
ど
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
強
化
と
再
構
築
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後

さ
ら
に
事
業
所
や
自
治
体
の
枠

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
町
の

は
、
所
有
者
の
責
務
強
化
や
空

家
の
活
用
拡
大
、
管
理
の
確
保
、

特
定
空
家
の
除
却
等
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
町
で
は
空
き
家
の

実
態
調
査
や
空
家
バ
ン
ク
制
度
、

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
等
を
実
施
し

て
き
た
。
ま
た
、
京
都
市
の
非

居
住
住
宅
利
活
用
促
進
税
の
動

向
に
注
目
し
て
い
る
。
今
後
も

空
家
バ
ン
ク
の
充
実
と
一
歩
進

め
た
対
策
を
民
間
、
地
域
、
行

政
と
協
働
・
連
携
し
て
推
進
す
る
。

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

現
在
の
町
の
危
機
的
な

出
生
数
及
び
合
計
特
殊
出

生
率
を
考
え
た
場
合
、
こ
の
よ

う
な
現
状
で
は
、
数
十
年
後
の

箱
根
町
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま

す
が
、
町
長
は
、
今
後
こ
の
問

題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
掲
げ
て
い
か
れ
る
の
か
。

見
解
を
伺
う
。

　

町
長　

人
口
減
少
や
少

子
化
の
対
策
に
は
、「
特

効
薬
」
と
い
っ
た
も
の
が
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
行
政
と
地

域
で
様
々
に
試
行
錯
誤
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

※
出
生
率
と
は
、
人
口
千
人
に
対
す
る
出

生
数
の
割
合
。

※
合
計
特
殊
出
生
率
と
は
、
15
～
49
歳
ま

で
の
女
子
の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し

た
も
の
。

折お
り
は
し橋　

尚な
お
み
ち道  

議
員

勝か
つ
ま
た俣　

陽よ
う
じ二  

議
員

町内の空家の現状と対策及び空家の有効活用

箱根町における出生数の減少問題

町 … 民間、地域、行政と協働・連携して空き家対策を推進

町 … 行政と地域で様々に試行錯誤していく
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佐さ
と
う藤　

章あ
き
こ子  

議
員

村む
ら
の野　

由ゆ

き

こ
紀
子 

議
員

箱根町人口増加に向けた移住・定住促進問題の取り組みは

仙石原交差点周辺のバスターミナル計画は

町 … 官民連携での事業を実施し定住促進している

町 … 小田急グループからの提案が発端である、事業化の再考を促す

　

箱
根
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
テ

イ
の
概
要
は
。

　

町
長　

移
住
希
望
の
方

の
不
安
の
払
し
ょ
く
や
箱

根
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
実
際
に
箱
根
生
活
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
、
先
輩
移
住
者

と
の
交
流
会
等
で
仕
事
、
保
育
、

教
育
の
相
談
も
行
っ
て
い
る
。　

　

令
和
元
年
以
降
は
、
仙
石
原

地
域
の
空
き
家
を
滞
在
施
設
と

し
て
移
住
者
を
中
心
と
し
た
民

間
支
援
団
体
に
運
営
を
委
託
し
、

官
民
連
携
で
よ
り
効
果
が
上
が

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
ま
で
の
目
標
値
と
検

証
結
果
は
。

　

町
長　

現
在
、
体
験
日

数
や
施
設
数
の
関
係
で
目

標
値
で
あ
る
18
組
に
は
達
成
し

て
い
な
い
が
、
移
住
あ
っ
せ
ん

件
数
20
件
、
若
者
世
帯
を
対
象

と
し
た
住
宅
取
得
等
へ
の
助
成

に
つ
い
て
は
年
間
５
件
と
い
う

目
標
値
を
上
廻
る
件
数
に
達
し

　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
計
画

は
交
差
点
改
良
工
事
を
先

行
す
る
と
言
わ
れ
る
が
、
バ
ス

利
用
者
の
乗
降
待
ち
渋
滞
は
現

在
と
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
旧
仙
石
原
保
育
園
跡
地

を
そ
の
ま
ま
に
す
る
の
も
望
ま

し
く
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
点

の
考
え
は
。

　

都
市
整
備
課
長　

現
在

の
計
画
は
、
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
を
前
提
と
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
バ
ス
ベ
イ

(

※)

は
計
画
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
整
備

さ
れ
る
ま
で
暫
定
的
な
バ
ス
ベ

イ
の
設
置
を
含
め
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
が
可
能
か
県
や
地
権

者
の
方
々
と
協
議
し
た
い
。
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
計
画
は
、
乗
り

換
え
利
便
性
の
向
上
と
い
っ
た

面
で
も
、
地
域
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
の
面
が
多
い
計
画
。
現
時
点

で
は
、
旧
仙
石
原
保
育
園
跡
地

を
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
利

用
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

て
い
る
。

　
お
試
し
移
住
体
験
者
の
中
か
ら

「
移
住
を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
」

と
の
ご
回
答
を
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
希
望
す
る
空
き
家
物
件

が
不
足
し
て
お
り
、
そ
れ
も
含

め
て
１
件
で
も
多
く
移
住
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

移
住
後
の
問
題
に
つ
い

て
の
把
握
と
そ
の
解
決
策

は
。　

町
長　

箱
根
へ
移
住 

後
、
買
い
物
や
医
療
・
教

育
な
ど
に
不
便
さ
を
感
じ
将
来

的
な
不
安
は
あ
っ
て
も
住
み
心

地
が
悪
い
と
い
う
声
は
聞
い
て

い
な
い
。

　

移
住
さ
れ
た
方
と
地
域
の
方

の
相
互
理
解
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
域
に
溶
け
込
め
る
よ
う
、

橋
渡
し
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か

り
果
た
し
て
行
き
た
い
。

　

町
民
か
ら
も
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

愛
川
町
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

町
で
バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し

バ
ス
の
事
業
者
に
貸
出
し
た
の

が
発
端
と
な
り
日
常
的
な
管
理

は
バ
ス
事
業
者
、
維
持
管
理
は
原

則
愛
川
町
が
行
っ
て
い
る
。
当

町
で
も
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整

備
を
主
導
し
調
査
・
検
討
を
し

て
は
。　

都
市
整
備
課
長　

バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
計
画
は
、
多

く
の
人
に
望
ま
れ
て
お
り
、
地

域
の
課
題
で
あ
る
交
通
安
全
の

向
上
や
渋
滞
解
消
等
に
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

改
め
て
地
域
の
声
を
小
田
急
グ

ル
ー
プ
へ
伝
え
、
事
業
化
の
再

考
を
促
す
。

※
バ
ス
ベ
イ
と
は
、
バ
ス
停
の
あ
る
場
所

の
歩
道
に
切
れ
込
み
を
入
れ
て
バ
ス
が

停
車
で
き
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
の
こ
と
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来
年
度
介
護
保
険
料
の

見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
現
在
町
の
介
護
保
険
料
は
、

第
５
段
階
の
基
準
額
で
、
横
浜

市
、
川
崎
市
に
次
い
で
県
内
で

三
番
目
に
高
い
６
，２
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
県
の
25
年
度
の

保
険
料
の
見
込
み
額
は
、
６
，

９
７
１
円
で
今
よ
り
７
７
１
円

も
高
く
な
る
。
高
齢
者
の
命
綱
の

年
金
は
安
倍
政
権
の
10
年
間
で

６･

８
％
も
減
ら
さ
れ
続
け
た
。

今
年
は
１･

９
％
の
引
き
上
げ
と

な
っ
た
が
電
気
代
や
物
価
高
騰

の
中
で
焼
け
石
に
水
だ
。
わ
が

党
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
多
く
の

方
が
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求

め
て
い
る
。
高
齢
者
の
負
担
を

は
る
か
に
超
え
て
上
昇
を
続
け

る
介
護
保
険
料
を
ど
う
す
る
か

は
介
護
保
険
制
度
の
最
大
の
問

題
だ
。
当
町
の
高
齢
者
の
生
活

を
守
る
た
め
に
も
引
き
下
げ
る

べ
き
だ
。

　

町
長　

介
護
保
険
料
に

つ
い
て
は
給
付
費
や
被
保

　

町
内
を
散
策
す
る
方
の

中
に
は
、
ゴ
ミ
を
放
置
す

る
方
が
お
り
、
放
置
さ
れ
た
ゴ

ミ
の
中
に
は
た
ば
こ
の
吸
い
殻

も
ま
じ
っ
て
お
り
、
火
災
に
つ

な
が
る
恐
れ
か
ら
町
に
対
策
を

望
む
声
が
あ
る
が
、
そ
の
対
策

は
。　

町
長　

ゴ
ミ
箱
の
設
置

が
少
な
い
と
の
ご
意
見
を

い
た
だ
く
が
、
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
や
す
い
場
所
に
設
置
す
る
こ

と
で
、
ゴ
ミ
が
ゴ
ミ
を
誘
発
す

る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

過
去
に
設
置
し
て
あ
っ
た
物
を

撤
去
し
た
経
緯
が
あ
り
、
現
在

は
各
地
域
の
各
種
団
体
の
ご
協

力
で
清
掃
を
実
施
し
、
ゴ
ミ
が

ゴ
ミ
を
誘
発
し
な
い
よ
う
に
し
、

衛
生
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
、
ポ
イ
捨
て
等
の
抑
制

に
向
け
た
啓
発
や
対
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

　

通
学
上
の
安
全
対
策
に

関
連
し
、
住
宅
地
域
等
を

「
ゾ
ー
ン
30
」
と
し
て
区
域
設
定

険
者
数
の
推
計
を
よ
り
綿
密
に

行
い
、
今
後
推
計
し
て
い
く
中

で
保
険
料
基
準
額
を
少
し
で
も

軽
減
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
基
金
の
残
高
が
１
億
１
，

２
７
１
万
円
あ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
の
基
金
を
ど
の
程

度
取
り
崩
し
て
負
担
軽
減
を
図

る
の
か
。

　

福
祉
部
長　

今
後
給
付

費
や
被
保
険
者
の
伸
び
な

ど
と
被
保
険
者
数
か
ら
保
険
料

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
算
定

さ
れ
る
の
で
統
合
的
に
基
金
の

取
り
崩
し
も
含
め
て
判
断
し
て

い
く
。　

宮
城
野
の
「
箱
根
老
人

ホ
ー
ム
」
の
民
間
へ
の
譲

渡
に
つ
い
て
伺
う
。

　

町
長　

県
の
方
策
で
あ

り
、
や
む
を
得
な
い
と
考

え
て
い
る
。

し
、
自
動
車
の
走
行
速
度
を
抑

制
す
る
こ
と
で
、
歩
行
者
の
安

全
を
確
保
す
る
対
策
も
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
湯
本
地

域
で
は
、
特
に
三
枚
橋
か
ら
湯

本
小
ま
で
と
、
弥
栄
橋
か
ら
マ

イ
ユ
ク
ー
ル
ま
で
の
通
学
路
を

「
ゾ
ー
ン
30
」
へ
の
検
討
は
。

　
学
校
教
育
課
長　
「
ゾ
ー

ン
30
」
に
つ
い
て
は
、
通

学
路
の
合
同
点
検
に
お
い
て
、
対

策
方
法
の
１
つ
と
し
て
提
案
し

て
み
た
い
。

山や
ま
だ田　

和か
ず
え江  

議
員

鈴す
ず
き木　

美み

き貴  

議
員

次期介護保険料は引き下げを

オーバーツーリズム問題は

町 … 保険料基準額を軽減できるよう検討する

町 … 県内唯一の国立公園として、ポイ捨て等抑制の啓発や対策を検討
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稲い
な
ば葉　

親し
ん
た
ろ
う

太
郎  

議
員

定住化促進及び人口減少対策は
町 … 後期基本計画に位置づけた関連施策について、組織横断的に進め、一歩づつしっかりと取り組む

　

年
齢
３
区
分
別
人
口
割

合
を
見
る
と
、
令
和
２
年

度
は
老
年
人
口
の
割
合
が
38･

４
％
、
生
産
年
齢
人
口
は
55･

３
％
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

記
さ
れ
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
と
と
も
に
空

き
家
問
題
が
顕
著
と
な
る
な
ど
、

地
域
社
会
の
活
力
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
等
、
周
辺
集
落
を
含

め
地
域
全
体
を
維
持
す
る
上
で

大
き
な
課
題
が
あ
る
が
、
こ
の

事
案
に
つ
い
て
の
町
の
見
解
は
。

　

町
長　

令
和
２
年
度
に

お
け
る
本
町
と
日
本
全
国

の
比
較
で
は
、
老
年
人
口
は
９･

４
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
生
産
年
齢
人

口
は
４･

１
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
本
町
に
お

け
る
急
激
な
高
齢
化
を
伴
う
人

口
減
少
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
日
々

の
日
常
生
活
の
観
点
か
ら
、
住

民
生
活
の
基
盤
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

力
や
地
域
の
絆
の
減
衰
に
よ
り
、

自
治
会
や
単
独
の
団
体
だ
け
で

は
地
域
の
諸
活
動
が
維
持
で
き

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
地
域
の
団
体
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
今
一
度

見
つ
め
直
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
を
図
る
べ
く
、
各
種

団
体
の
垣
根
を
越
え
た
新
し
い

枠
組
み
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
き
、

顕
在
化
す
る
課
題
を
克
服
で
き

る
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
構
築
を
行
い
住
み
よ
い
地
域

の
形
成
を
目
指
す
。

　
本
議
案
は
、
令
和
４
年
９
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
「
箱
根
町
議
会
議

員
適
正
定
数
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
付
託
と
な
り
、
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
特
別
委
員
会
は
４
月
17
日
に
会
議
を

開
き
、議
員
の
適
正
定
数
に
つ
い
て
、協
議
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

さ
ら
に
協
議
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
引
き
続
き
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
６
日
に
も
会
議
を
開
き
、
そ
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

議
員
定
数
を
２
名
減
の
12
名
と
す
べ
き
も
の
と
委
員
会
決
定
し
た
も
の
で

あ
り
、
施
行
期
日
は
、
令
和
７
年
９
月
に
行
わ
れ
る
一
般
選
挙
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
条
例
改
正
に
つ
い
て
は
、
９
月
定

例
会
に
上
程
し
、
採
決
さ
れ
る
予
定
で
す
。

委
員
長　
稲
葉
親
太
郎

　
令
和
５
年
５
月
11
日 

第
６
回 

行
財
政
改
革
調
査 

特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
４
月
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
町
側
よ
り
示
さ

れ
た 

行
財
政
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

及
び
箱
根
町
公

共
施
設 

再
編
整
備
計
画
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
後 

令
和
６
年
以
降
の
財
源
不
足
の
対
応
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
行
財
政
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
公

共
施
設
の
再
編
は
そ
れ
ぞ
れ
分
野
が
違
う
の
で
、
委

員
会
を
分
け
て
検
討
す
べ
き
と
い
う
意
見
と 

議
員
数

が
少
な
い
の
で
全
員
で
や
る
べ
き
と
い
う
意
見 

も
あ

り
、
今
後
の
方
針
は
委
員
長
、
副
委
員
長
に
一
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
財
源
不
足
は
、
超
過
課
税
で
維
持

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
委
員
会
に
お
い

て
慎
重
に
討
議
し
て
町
側
へ
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

委
員
長　
勝
俣　
剛
一

箱根町議会議員適正定数
調査特別委員会　中間報告

行財政改革調査特別委員会　中間報告
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令
和
５
年
５
月
23
日 

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
町
村
議
会
議
長
・

副
議
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
当
町
よ
り
山
田
成
宣
議
長
、
勝
俣
剛
一
副
議
長

と
事
務
局
長
３
名
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　
講
師
と
し
て
大
正
大
学
社
会
共
生
学
部
教
授 

江
藤
俊
昭
氏
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
協
会
理
事 

若
宮
正
子
氏
、
朝
日
新
聞
社
コ
ン
テ
ン
ツ

編
成
本
部
次
長 

三
島
あ
ず
さ
氏
を
お
招
き
し
「
町
村
議
会
の
課
題
と
今
後
の
概

要
」「
住
民
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
法
」「
地
方
議
会
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
等

に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
約
１
８
０
０
名
が
参
加
さ
れ
、
終
始

熱
気
の
あ
る
研
修
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
も
議
会
の
直
面
す
る
議
題
で
あ
り
、
今
後
の
議
会
活
動
に
大

い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
の
更
な
る
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

副
議
長　
勝
俣　
剛
一

　
令
和
５
年
５
月
19
日
、
神
奈
川
県
町
村
議
会
議
長
会
の
正
副
委
員
長
及
び
事

務
局
長
研
修
会
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
研
修
は
、
横
浜
の
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル

で
午
後
２
時
か
ら
県
内
14
町
村
か
ら
90
名
が
参
加
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
町

の
出
席
者
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
折
橋
委
員
長
、
川
口
副
委
員
長
、
総
務
企

画
観
光
常
任
委
員
会
の
稲
葉
委
員
長
、
村
野
副
委
員
長
、
教
育
福
祉
環
境
常
任

委
員
会
委
員
長
の
遠
藤
と
岩
田
議
会
事
務
局
長
の
６
名
で
す
。
研
修
内
容
は
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
地
域
、
経
済
、
自
治
を
考
え
る
と
題
し
て
、
講
師
に
元

総
務
大
臣
・
元
鳥
取
県
知
事
で
、
現
在
は
大
正
大
学
に
て
地
域
構
想
研
究
所
所

長
を
務
め
る
片
山
善
博
氏
が
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
1
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

社
会
を
窺
う
。
2
人
口
減
少
へ
の
対
応
。
3
地
域
の
生
産
性
を
上
げ
る-

Ｄ
Ｘ

推
進
な
ど
。
4
Ｇ
Ｘ
／
地
域
環
境
問
題
へ
の
対
応
。
5
地
域
資
源
環
境
型
経
済

の
視
点
に
つ
い
て
。
な
ど
、
端
的
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
わ
か
り
や
す
く
講
演
を

さ
れ
、講
演
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、議
員
の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て
、３
、６
、

９
、12
月
に
定
例
会
を
開
催
す
る
の
は
、農
家
と
兼
業
す
る
議
員
が
多
い
名
残
で
、

農
閑
期
に
議
員
と
の
兼
業
が
や
り
易
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
現
代
で
は
勤
め
人

が
多
く
、
こ
の
会
期
に
合
理
性
は
な
く
、「
な
り
手
不
足
」
は
当
然
の
こ
と
で
、

議
員
報
酬
に
つ
い
て
考
え
る
よ
り
、
勤
め
人

で
も
参
加
で
き
る
仕
組
み
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
通
年
議
会
、
休
日
議
会
、
定
例
日
方
式

な
ど
工
夫
で
き
る
余
地
は
い
く
ら
で
も
あ
る

と
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で
は
、

示
唆
に
富
む
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
今
後
の
議
会
活
動
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
教
育
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

委
員
長　
遠
藤　
秀
則

議員派遣報告　議長・副議長研修会

議員派遣報告　正副委員長事務局長研修会
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教育福祉環境常任委員会
報　告

お玉ヶ池地区有林
ボランティア植栽

　６月定例会で議案第40号町道路線の廃止について、当
委員会に付託されたものであり、去る６月 13日に現地調
査を行うとともに、町当局の出席を求め会議を開催し、
慎重に審査を行った。本路線は町道としての現況はなく、
廃止により生ずる支障はないものと判断されることから、
採決の結果全員一致により、原案のとおり可決すべきも
のと決定した。
　また、同じく６月定例会で当委員会に付託された、陳
情第 1 号箱根町をきれいにする条例改正の陳情は、６月
13日に町当局の出席のもと現地視察を行い、現状におい
ては所有者・周りの環
境問題等、課題につい
て継続して調査研究
をするため、閉会中の
継続審査となった。

委員長　遠藤　秀則

　令和 5 年 7 月 2 日から 4 日にかけ、姉妹都市親善交流事業として洞爺湖町を訪問しました。
　来年、姉妹都市提携 60 周年を迎える洞爺湖町のみなさんと親交を深めました。

　６月６日、「箱根の森」と命名されている
お玉ヶ池町有林において、広葉樹５００本
の植栽が行われました。
　当日は、15団体53名の方がイロハモミ
ジ、ヒメシャラ、ヤマボウシの植栽作業を
行い、水源かん養機能に着目した豊かな森
林づくり事業について理解を深めました。

姉妹都市親善交流事業　北海道洞爺湖町親善訪問

洞爺湖町議会のみなさんとの集合写真

洞爺産業まつりに参加
まつりのメインイベ
ント「野菜まき」には、
地元の方々が大勢
参加していました。

議場見学
インターネット中継の
設備を確認しました。

親善訪問歓迎会
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　町内小学校６年生の「地方自治学習・議会見学」が
６月定例会開催中の15 日に実施されました。真剣な
様子で議会傍聴に臨んでいました。

湯 本 小 学 校
箱根の議員さんたちは、いろいろな問題を解決しようと
していて格好いいなと思いました。町のために働く職員
が 382人もいて、さらに消防関係の人が約４分の１だと
知ってびっくりしました。

仙石原小学校
本会議では、会議がスムーズになるような工夫がされて
いたし、議員さんは事前に法律を調べたり、データを集
めたりしていて準備力がすごいと思いました。町長室の
椅子に座って、多分人生に一度の経験をさせてもらって
とても嬉しかったです。

恵 明 学 園
本会議を見学したとき、空き家の話をしていました。町
長さんが質問に答えているとき難しい言葉をたくさん
使っていて、聞いている人もすごいと思いました。

箱根の森小学校
議長の横にタイマーがあって、限られた時間の中で意見
をまとめる必要があるんだなと思いました。議員控室な
どには、過去の資料などもたくさんあって、何かあった
ときにすぐに調べられるようにしているのだと思いまし
た。私も箱根町のために自分なりに何かできることをし
ていきたいです。

地方自治学習 ・議会見学地方自治学習 ・議会見学
小学校6年生

傍聴に来てくれた 6年生の感想

応接室（湯小）

質疑応答（仙小）

正副議長室（森小）

議場（仙小）

事前学習＆オリエンテーション
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広
報
広
聴
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委 

　 員

勝
俣

　泰
彦

川
口

　延
明

勝
俣

　陽
二

勝
俣

　剛
一

稲
葉
親
太
郎

遠
藤

　秀
則

※8月18日（金）開催の議会運営委員会において決定いたしますので、変更とな
る場合があります。
　詳しくは、議会事務局（☎85-9570）までお問い合わせいただくか、町議会
ホームページの議会カレンダーをご覧ください。

９月定例会開催日（予定）９月定例会開催日（予定）
8月24日（木）、9月１日（金）、
5日（火）、6日（水）、10月3日（火）
9月11日（月）、１2日（火）、20日（水）

本会議
決算特別
委員会

広報広聴委員会　２年間を振り返って広報広聴委員会　２年間を振り返って

江戸時代の石橋、「芦川橋」をご存じですか？江戸時代の石橋、「芦川橋」をご存じですか？
　
恩
賜
箱
根
公
園
内
（
箱
根
関
所
隣
接
）
に
あ
る
石
橋

で
橋
長
２･

５
ｍ
、
幅
２
ｍ
ほ
ど
の
小
さ
な
橋
。

　
歴
史
的
な
価
値
と
し
て
は
江
戸
時
代
、
東
海
道
に
名

橋
と
言
わ
れ
た
石
橋
が
三
ケ
所
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
の
石
橋
で
す
。
も
と
は
箱
根
町
箱
根
の
駒
形

神
社
前
の
芦
川
に
か
か
っ
て
い
た
が
昭
和
30
年
代
頃
か

ら
の
増
加
す
る
交
通
量
か
ら
橋
を
守
る
た
め
現
在
地
で

保
存
さ
れ
て
い
る
。

（
投
稿
者
　
広
報
広
聴
委
員
会
　
　
　
　

川
口
　
延
明 

委
員
）

　
広
報
広
聴
委
員
会
委
員
長
を
務
め
、
貴
重
な
経
験
と
多
く
の

学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
職
務
は
、
地
域
の
発

展
や
住
民
の
利
益
を
守
る
た
め
に
重
要
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る

責
任
あ
る
立
場
で
あ
り
、
二
年
間
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
光
栄

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
「
町
民
と
の
意
見

交
換
会
」
が
開
催
で
き
ず
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
。
議
会
モ
ニ

タ
ー
の
方
々
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
広
報
活
動
の

重
要
性
を
再
認
識
し
、
今
後
も
広
報
広
聴
活
動
に
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会
　
　
　
　
　
　

委
員
長
　
勝
俣
　
泰
彦


